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港
新
聞
０
６
１
０
０
８

８
面

尚

井

尚

奥

港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 月曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

﹇
天
保
山
﹈
ギ
ャ
ラ
リ
ー

安

藤
忠
雄
建
築
展
２
０
０
９

対

決
。
水
の
都

大
阪

ベ
ニ
ス

大
阪
が
生
ん
だ
世
界
的

建
築
家
・
安
藤
忠
雄
が
提
案
す

る
水
都
復
活
を
か
け
た
大
阪
都

市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、
今

月
竣
工
し
た
ベ
ニ
ス
の
最
新
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
。
両
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
見
な
が
ら
新
し
い

大
阪
都
市
像
を
考
え
る
。
併
せ

て
、

水

を
テ
ー
マ
と
し
た

安
藤
忠
雄
建
築
の
全
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
模
型
、
映
像
、
ド
ロ
ー

イ
ン
グ
等
で
多
角
的
に
紹
介
。

安
藤
忠
雄
建
築
の
一
つ
で
あ
る

同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
舞
台
に
し
た

建
築

と

水

の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
。
同
氏
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
な
ど
の
関
連
企
画

も
。
七
月
十
二
日
ま
で
開
催
中

（
会
期
中
無
休
）
。
十
時
半

十
九
時
半
（
最
終
入
場
十
九

時
）
。
当
日
大
人
九
百
円
。
地

下
鉄
大
阪
港
駅
徒
歩
約
五
分
。

六
五
七
七

〇
〇
〇
一
。

●
交
通
科
学
博
物
館
・
同
志
社

大
学
鉄
道
同
好
会
ク
ロ
ー
バ
ー

会
写
真
展

鉄
路
輝
く

六

プンタ・デラ・ドガー
ナ再生計画（ベニス）

小川重雄

展示写真から 叡山電鉄

月
二
十
一
日
ま
で
。
同
同
好
会

の
設
立
五
十
周
年
を
記
念
し

て
、
卒
業
生
を
中
心
と
す
る
同

会
が
開
催
。
現
役
車
両
か
ら

、
軽
便
鉄
道
ま
で
。
十

十

七
時
入
館
、
月
曜
休
館
（
祝
日

な
ら
開
館
し
翌
火
曜
休
館
、
火

曜
も
祝
日
な
ら
振
休
な
し
）。高

校
生
以
上
四
百
円
、
四
歳

中

学
生
百
円
。

弁
天
町
駅
す

ぐ
。
六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
市
岡
小
生
涯
学
習
ル
ー
ム
は

じ
め
ま
専
科
気
功
と
太
極
拳

心
と
体
の
ス
ト
レ
ッ
チ
。
体

力
に
自
信
な
い
人
も

。
第

一
・
三
金
曜
午
後
七
時
半

九

時
、
同
校
生
涯
学
習
ル
ー
ム
室

で
。
月
千
円
。

六
五
八
三

一
七
九
六
大
垣
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

第
２
１
３
回
定
期
演

奏
会

聴
覚
を
失
っ
て
い
く

絶
望
の
只
中
の
ス
メ
タ
ナ
が
、

故
郷
を
慈い

つ

しく

む
心
と
生
命
へ
の

賛
美
を
も
っ
て
作
曲
し
た

わ

が
祖
国
。風
景
や
伝
説
を
描
い

た
六
つ
の
交
響
詩
か
ら
成
る
。

燃
え
盛
る
ほ
ど
に
熱
い
美
し
さ

と
、
チ
ェ
コ
と
い
う
地
域
を
超

越
し
た
ロ
マ
ン
美
を
併あ

わ

せ
持
つ

こ
の
作
品
を
、
東
欧
音
楽
へ
の

真し
ん

摯し

な
共
感
を
持
つ
飯い

い

守も
り

泰た
い

次じ

郎ろ
う

写
真

が
指
揮
、
壮
大
な

自
然
讃
歌
を
響
か
せ
る
。
七
月

十
五
日（
水
）十
九
時
か
ら
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル（

福
島
）で
。十
八
時
四
十
分
か
ら

指
揮
者
プ
レ
ト
ー
ク
。

五
千

円
、

四
千
円
、

三
千
円
、

学
生
千
円
（
全
席
指
定
）。
六

五
七
七

一
三
八
一
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

・
弁
天
シ
ネ
マ
倶く

楽ら

部ぶ

風
と

共
に
去
り
ぬ

・
ミ
ッ
チ

ェ
ル
の
原
作
を
映
画
化
し
た
不

滅
の
傑
作
。
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・

リ
ー
主
演
。

七
月
二
十
五
日

（
土
）
十
時
か
ら
前
編
、
十
三

時
か
ら
後
編
（
途
中
休
憩
一
時

間
）

同
十
六
時
か
ら
前
編
、

十
八
時
半
か
ら
後
編
（
途
中
休

憩
三
十
分
）
。
各
回
当
日
先
着

百
二
十
人
、
三
十
分
前
か
ら
開

場
。
軽
食
持
ち
込
み
可
。
一
人

一
回
八
百
円
（
前
売
七
百
円
）
。

六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
オ
ー
ボ
エ
の
古ふ

る

部べ

賢け
ん

一い
ち

が

大
阪
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
バ

ロ
ッ
ク

に
出
演

古
部
賢
一

写
真

を
は
じ
め
岩い

わ

谷た
に

祐す
け

之ゆ
き

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
関
西
フ
ィ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
）
ら

大
阪
ゆ
か
り
の
一
流
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
四
人
が
ヘ
ン
デ
ル
、
テ
レ

マ
ン
等
を
演
奏
。
七
月
十
三
日

（
月
）
十
八
時
か
ら
大
阪
市
中

央
公
会
堂
で
。
全
席
自
由
、
当

日
一
般
三
千
円
。
古
部
賢
一
は

一
九
六
八
年
池
島
生
ま
れ
。
池

島
小
、
港
中
、
大
手
前
高
か
ら

東
京
藝
大
へ
。
在
学
中
に
新
日

本
フ
ィ
ル
首
席
奏
者
に
就
任
。

甘
く
柔
ら
か
い
音
色
と
響
き
、

バ
ロ
ッ
ク
か
ら
現
代
音
楽
に
至

る
幅
広
い
様
式
に
対
応
す
る
優

れ
た
音
楽
性
に
高
い
評
価
。
演

奏
会
の
問
合
せ
は
主
催
の
コ
ン

・
ブ
リ
オ

〇
八
〇

一
五
二

二

四
七
七
八
へ
。
チ
ケ
ッ
ト

予
約
は

〇
五
七
〇

〇
二

九
九
九
九
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
へ
。

●
港
図
書
館
の
催
し

夏
の

子
ど
も
会

六
月
二
十
七
日

（
土
）
十
四
時
半

十
五
時
半
、

区
民
セ
ン
タ
ー
二
階
会
議
室

で
。
港
子
ど
も
劇
場
に
よ
る
人

形
劇

ぐ
り
と
ぐ
ら
の
か
い
す

い
よ
く

、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

あ
め
ふ
り
ク
マ
の
子

な
ど
。

無
料
。
定
員
五
十
人
（
当
日
先

着
順
）

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

港
図
書
館
を
拠
点

と
し
た
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
、

港
区
内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
等

で
読
み
聞
か
せ
等
を
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
。
七
月
七
日

八
月
十
一
日
の
毎
火
曜
全
六

回
、
市
立
中
央
図
書
館
等
で
。

定
員
十
五
人
。
申
込
〆
切
六
月

三
十
日
。
原
則
と
し
て
全
講
座

受
講
可
能
な
人
。
受
講
費
無
料

（
交
通
費
等
各
自
）
。
一

四

回
は
一
時
保
育
あ
り

ロ
ハ

ス
で
暮
ら
し
を
楽
し
む

展

七
月
末
ま
で
開
催
中
。
健
康
的

な
エ
コ
ラ
イ
フ
を
実
践
す
る
の

に
役
立
つ
本
を
紹
介

あ
か

ち
ゃ
ん
の
お
た
の
し
み
会

毎
月
第
一
金
曜
十
一
時
か
ら
。

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
対
象

お
た
の
し
み
会

毎
週
水
曜
十

五
時
半
か
ら
。
幼
児
を
対
象
に

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、紙
芝
居
、

手
遊
び
、わ
ら
べ
う
た
紹
介
等
。

六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

樹き

の
あ
る
風
景

展

六

月
十
四

二
十
三
日
（
二
十
日

臨
休
）

人
物
画
と
静
物
画

展

七
月
二

七
日
。
開
館
は

十
一

十
八
時
（
火
曜
十
六
時

ま
で
）
、
水
曜
定
休
。
入
館
無

料
。
弁
天
四

一
一

四
（
ピ

ア
ッ
ク
西
五
十

裏
通
）

六

五
九
九

七
九
七
七
。

●
可
愛
い
子
猫
を
貰も

ら

っ
て

生

後
一
カ
月
。
性
別
不
明
も
躾し

つ

ずけ

み
。

０
９

０
・
８
１
９

０
・
７
７
９

９
谷
口
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
洋
服
サ
イ
ズ
直
し
し
ま
す

自
分
で
や
っ
て
み
た
い
方
に
は

出
張
教
授
。

０
８
０
・
３
７

６
３
・
５
１
６
４
セ
ツ
。

●
ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン
譲
っ
て

下
さ
い

０
９
０
・
５
８
９

８
・
１
９
４
５
ソ
ネ
。

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ギ
ャ
ラ
リ
ー

安
藤
忠
雄
建
築

展
２
０
０
９
（
上
段
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
５
組
に
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
３
組
に
。

●
弁
天
シ
ネ
マ
倶
楽
部

風
と

共
に
去
り
ぬ
（
上
段
に
案
内
）

招
待
券
を
３
名
様
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
２
１
３
回

定
期
演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）

席
招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

星

の
船

（
７
面
に
案
内
）
招
待

券
を
ペ
ア
３
組
に
。

今
月
は
、
終
戦
時
の
過
酷
な

シ
ベ
リ
ア
抑
留
を
生
き
延
び
、

戦
後
は
交
通
産
業
に
身
を
置
い

て
日
本
の
復
興
を
支
え
て
こ
ら

れ
た
福
田
昌
夫
さ
ん
に
、
そ
の

体
験
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

◇

私
は
大
正
十
五
年
、
韓
国
の

釜プ

山サ
ン

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
満
州

事
変
か
ら
盧ろ

溝こ
う

橋き
ょ

事う

件
、
ノ
モ

ン
ハ
ン
事
件
へ
と
戦
火
が
拡
大

す
る
中
で
育
っ
た
私
は
、
母
親

に
手
を
引
か
れ
て
出
征
兵
士
を

見
送
っ
た
り
、
家
に
泊
っ
た
軍

人
か
ら
鉄
砲
や
刀
を
見
せ
て
も

児
島
航
空
隊
に
入
隊
。
念
願
の

軍
人
と
な
り
ま
し
た
が
、
胸
部

疾
患
で
除
隊
。元
の
職
場
へ
軍

属
と
し
て
復
職
し
た
後
、
翌
二

十
年
一
月
に
兵
隊
検
査
に
合

格
。
再
び
現
役
兵
と
な
り
満
州

の
陸
軍
部
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。

◆
終
戦
で
武
装
解
除
さ
れ

同
年
八
月
八
日
、
ソ
連
が
日

本
に
宣
戦
布
告
。
十
五
日
に
敗

戦
。
私
た
ち
の
部
隊
は
武
装
解

除
さ
れ
、
ソ
連
軍
監
視
の
も
と

貨
車
で
北
へ
向
か
い
ま
し
た
。

黒こ
く

竜り
ゅ

江う
こ

をう

渡
り
、
シ
ベ
リ
ヤ

へ
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、一
面
、

雪
で
真
っ
白
で
し
た
。
隊
長
か

ら

本
日
よ
り
捕
虜
と
し
て
使し

役え
き

を
し
、
来
年
、
港
の
氷
が
融

け
た
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か

ら
帰
国
す
る

と
訓
示
を
受
け

ま
し
た
。
十
一
月
三
日
、
抑
留

生
活
の
始
ま
り
で
し
た
。

貨
車
は
大
草
原
を
西
へ
走

り
、
ム
ヒ
ナ
と
い
う
寒か

ん

村そ
ん

に
着

き
ま
し
た
。
以
前
に
ド
イ
ツ
の

捕
虜
が
い
た
収
容
所
で
し
た
。

鉄
条
網
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
監

視
櫓ろ

か
ら
コ
ン
ボ
ー
イ
（
警
戒

兵
）
が
監
視
し
て
い
ま
し
た
。

◆
危
険
な
伐
採
作
業

課
せ
ら
れ
た
の
は
伐
採
作
業

で
し
た
。
朝
食
後
の
長
い
点
呼

が
終
わ
る
と
、
腰
ま
で
雪
に
埋

ま
り
な
が
ら
森
林
へ
向
か
い
ま

す
。
遅
れ
出
す
と
警
戒
兵
が
マ

ン
ド
リ
ン
銃
を
突
き
付
け
、
ド

バ
イ
、
ド
バ
イ
（
早
く
早
く
）

と
急せ

き
立
て
ま
し
た
。

見
渡
す
限
り
の
森
林
地
帯
で

三
人
一
組
の
作
業
が
始
ま
り
ま

す
。
木
は
白
樺
や
松
。
ノ
ル
マ

は
四

五
本
。
よ
く
伐き

れ
な
い

道
具
に
当
た
る
と
悲
惨
で
し

た
。
ま
ず
は
雪
を
素す

手で

で
か
き

分
け
る
の
で
す
が
、
零
下
数
十

度
の
雪
は
痛
く
、
五
分
と
持
ち

ま
せ
ん
。
何
度
も
手
を
擦さ

す

り
な

が
ら
続
け
ま
し
た
。
伐
り
方
が

悪
い
と
ど
の
方
向
へ
倒
れ
る
か

分
ら
ず
、
雪
に
足
を
取
ら
れ
て

圧
死
し
た
者
も
あ
り
ま
し
た
。

作
業
が
終
わ
る
の
は
四
時

頃
。既
に
暗
く
な
っ
て
い
ま
す
。

帰
り
つ
く
と
ま
た
点
呼
。
酷こ

っ

寒か
ん

）（
市
岡
元
町
）

）（
市
岡
元
町
）

上

の
中
で
一
時
間
も
か
か
り
ま
し

た
。
夕
食
が
終
わ
っ
て
休
憩
を

取
っ
て
い
た
ら

積
み
込
み
作

業
に
集
合

と
声
が
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
初
年
兵
の

私
た
ち
は
仕
方
な
く
応
募
し
、

ま
た
作
業
に
出
ま
し
た
。

◆
半
年
で
ガ
リ
ガ
リ
に

限
界
を
超
え
た
労
働
の
上
、

食
糧
と
い
え
ば
、
朝
は
高こ

う

粱り
ゃ

のん

粒
が
三
十
粒
ほ
ど
入
っ
た
水
炊だ

き
の
粥か

ゆ

を
飯は

ん

盒ご
う

の
蓋ふ

た

に
六
分

目
。
昼
はて

掌の
ひ

にら

乗
る
ほ
ど
の
高

粱
、
大
豆
、
玉と

う

蜀も
ろ

黍こ
し

、
燕え

ん

麦ば
く

等

の
雑
穀
を
作
業
の
合
間
に
雪
で

炊
き
ま
し
た
。
夜
は
黒
パ
ン
二

百
五
十

と
高
粱
の
水
炊
き
ス

ー
プ
を
飯
盒
の
蓋
に
六
分
目
。

こ
れ
で
は
い
か
に
頑
健
な
体

の
持
ち
主
で
も
半
年
も
す
れ
ば

ガ
リ
ガ
リ
に
痩や

せ
て
し
ま
い
ま

す
。
四
十
前
後
の
補
充
兵
の
大

半
が
栄
養
失
調
で
シ
ベ
リ
ア
の

露
と
消
え
ま
し
た
。（
つ
づ
く
）

ら
っ
た
り
し
て
、
す
っ
か
り
軍

国
少
年
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
軍
属
か
ら
現
役
兵
に

職
業
学
校
に
通
っ
て
い
た
昭

和
十
六
年
十
二
月
、
米
英
と
戦

争
が
始
ま
り
ま
し
た
。
卒
業
と

同
時
に

軍
人
志
望

を
家
族

に
伝
え
ま
し
た
が
、
反
対
さ
れ

た
た
め
、
軍
属
（
軍
隊
の
中
で

働
く
非
軍
人
）
と
し
て
満
州
の

陸
軍
部
隊
に
入
り
ま
し
た
。
飛

行
機
の
耐
寒
研
究
な
ど
を
す
る

部
隊
で
、
私
は
図
面
作
成
や
速

度
試
験
に
携
わ
り
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
六
月
、
海
軍
鹿

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人


